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第３・４学年 複式国語科学習指導案
日 時 平成１６年９月２９日（水）５校時

場 所 浮島小学校３・４年教室

児 童 ３年 男３名 女３名 計６名

４年 男４名 女０名 計４名

指導者 藤 原 暁 未

１ 単元名

３年 二 動物と人間のかかわりを調べよう ４年 二 わたしたちの体について調べよう

２ 教材名

３年 動物とくらす ４年 体を守る仕組み

パンフレットを作ろう これが『わたし』です

３ 単元について

第３学年及び４学年の「読むこと」の目標は「目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関

係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しようとする態度を育て

る 」である。また 「書くこと」の目標は 「相手や目的に応じ、調べた事などが伝わるように、段。 、 、

落相互の関係などを工夫して文章を書くことができるようにするとともに、適切に表現しようとす

る態度を育てる 」となっている。。

本単元の教材「動物とくらす」は 「動物と 本単元の教材「体を守る仕組み」は 「自分の、 、

人間のかかわりに興味を持ち、事例に注意しな 体について興味を持ち、段落相互の関係を考えな

がら文章を正しく読むこと 「動物と人間のか がら文章を正しく読むこと 「体について疑問。」 。」

かわりついて本を読んで調べ、わかったことを に思うことを本で調べ、調べたことや自分の考え

パンフレットにまとめること 」をねらいとし をまとめて書くこと 」をねらいとした単元であ。 。

た単元である。 る。

教材「動物とくらす」は、動物と人との相互 教材「体を守る仕組み」は、病気の原因となる

作用についての説明文である。本教材は 「話 微生物から自分の体を守るために、私達人間に備、

題提示ー問題提示ー例示ーまとめ」で構成され わっている仕組みについてわかりやすく述べられ

ている 「話題提示」では、これまでの動物と ている説明文である。本教材は 「話題提示ー説。 、

のかかわりについて述べた後、動物たちが人間 明ー話題についてのまとめ」という大きく３つの

を元気にする力を持っているとあり、興味を持 まとまりからなり、典型的な説明文の構成をとっ

たせ、どのようにして人間を元気にするのでし ている 「話題提示」では、病気の原因となる微。

ょうかと「問題提示」している 「例示」では、 生物の特徴を示し 「説明」では 「微生物を体。 、 、

２つの「たとえば」で例示された内容の違いを の中に入れないような仕組み」と「体の中に入り

明確にし、説明している 「まとめ」では、家 込んできた微生物と戦う仕組み」の２つにわけて。

庭や学校など、読者にとって身近な例を挙げて 事例を挙げ、説明している 「話題についてのま。

意味づけをし、最後に、これまでの自分を含む とめ」では、常に自分の体を守るための仕組みが

人間はどうだったのか、これから動物とどうか 働いていることが述べられ、最後に、読者に対す

かわっていかなければならないのかといった読 る呼びかけで締めくくられている。文章は簡潔で
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者に対する呼びかけで締めくくられている。本 わかりやすく、指示語や接続語が効果的に使われ

教材では 「ありの行列」で学んだ「段落」と ており、文と文、段落と段落の関係も比較的とら、

いう概念をふまえ、文章構成上の「例示」の役 えやすい作品である。

割が示されており、今後の書く活動においても 教材「これが『わたし』です」は 「体を守る、

生かされる内容となっている。 仕組み」を読んでわかったことをまとめたり、体

教材「パンフレットを作ろう」では 「動物 の他の仕組みについて本などで調べたりして、今、

とくらす」で筆者の思いに共感したことをもと の自分を記録するものである。この学習活動を通

に、パンフレットで相手・目的意識を明確にし して、必要のある材料を集めることや適切な言葉

自分の思いを伝えるという活動になっている。 を用いてわかりやすく書き表すことができるよう

このような活動を通して、情報収集や情報発信 になると思われる。

の力が付くと考える。 ４年生は、これまでに 「ツバメがすむ町」で、

３年生は、これまでに 「ありの行列」で、 文章に即して段落ごとに要点をとらえたり、段落、

重要語句・中心文・中心段落に着目し、文章を と段落とのつながりや意味のまとまりを考えて小

正確に読みとる学習をしたり、自分の考えをま 見出しをつけたりしながら、書かれている内容を

。 、とめたりする学習をしてきた。これらの学習を 読み取る学習をしてきた これらの学習を通して

通して、重要語句を見つけたり中心文を見つけ 段落の中心となる語や文に着目し、段落の要点を

たりすることはできるようになってきている。 考えることはできるようになってきている。しか

しかし、それらをふまえて自分の考えを持つま し、段落相互の関係をとらえ、全体の構成をとら

でには至っていない。 えるまでには至っていない。

、 、そこで本単元を通して、子どもたちには、接 そこで本単元では 段落相互の関係に着目させ

続語や重要語句に着目することを意識させたり 全体の大まかな構成をとらえさせるようにした、

説得力を持たせるために文章の構成や読者への い。そのために、これまでの学習を生かして段落

呼びかけを行っていることに気付かせたりした の要点をつかませ 「話題提示 「説明 「課題に、 」 」

い。さらに、文章を正しく読み取る事にとどま ついてのまとめ」という段落の分類をすることを

らず、表現活動にも生かせるようにしていきた 通して、それらは関連を持って配置されているこ

い また 筆者の意見を主体的に理解した上で とに気付かせたい。そしてそのことは、筆者が読。 、 、

「自分はこう思う 」という、３年生なりの考 者を説得するための工夫であり、それを学ぶこと。

えを持たせたい。 によって、自分が表現することに生かすことがで

き、効果的な表現ができるという見通しを持たせ

ることによって、次の表現活動への意欲につなげ

ていきたい。
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４ 単元の指導計画と評価規準

二 動物と人間のかかわりを調べよう ■光村図書 ３年下 ２４～２９P
動物とくらす ■主領域 読むこと６時間

林 良博 ■授業時数 １５時間

【単元の目標】

◎「動物とくらす」を読んで、正しく内容を読み取って、自分の考えをまとめる力を身に付ける。

○動物と人間のかかわりについて必要な事柄を収集したり選択したりする。

具体の評価規準

次 時 学習活動 評価規準 への支援A B C
１ １ 全文を読んで内 全文を読ん 文章の内容を読 文章の内容のだ 動物と人間のか

容のあらましをと で、どんな内容 み取り、感想を書 いたいを読み取 かわりについて興

らえる。 かを考えてい いている。 り、感想を書いて 味が持てるよう支

る （発言・ノ いる。 援する。。

ート）

２ ２ １・２段落の内 段落ごとに内 接続語や重要語 接続語や重要語 接続語や重要語

容を正しくとらえ 容を正しく読み 句に気を付けなが 句に気を付けなが 句を見つけられる

る。 取り、内容をま ら、内容をまとめ ら、内容をまとめ よう支援する。

とめている。 ている。また、自 ることができる。

発言・ノート 分の考えをまと また、自分の考え（ ）

め、友達との感じ をまとめている。

方の違いに気付い

ている。

３ ３・４段落の内 「たとえば」 「たとえば」に 「たとえば」に 「たとえば」に

容を正しくとらえ に気を付けなが 気を付けながら、 気を付けながら、 気を付けられるよ

る。 ら、犬と楽しく 内容を正しくまと 内容をまとめ、友 う支援する。

遊びながら、自 め、友達との感じ 達との感じ方の違

然に体を動かす 方の違いについて いについて気付い

練習ができたこ 気付いている。 ている。

とについて読み

取っている ワ。（

ークシート）

４ ５・６・７段落 「たとえば」 「たとえば」に 「たとえば」に 「たとえば」に

の内容を正しくと に気を付けなが 気を付けながら、 気を付けながら、 気を付けられるよ

らえる。 ら、動物とのふ 内容を正しくまと 内容をまとめ、友 う支援する。

れあいにより元 め、友達との考え 達との感じ方の違本 時

気になることに 方の違いについて いについて気付い

ついて読み取っ 気付いている。 ている。

ている （ワー。

クシート）

５ ８・９段落の内 筆者の言いた 接続語に気を付 接続語に気を付 筆者の言いたい

容を正しくとらえ いことを読み取 けながら、筆者の けながら、筆者の ことについて目を

る。 っている （ノ 言いたいことにつ 言いたいことにつ 向けさせるよう支。

ート） いて正しくまとめ いてまとめてい 援する。

ている。 る。
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６ 身近なことを例 「なるほどそ 本文の叙述に結 本文の叙述に結 感想や体験が話

に、わかりやすく うだな」と思う びつけて感想や体 びつけて感想や体 せるように、支援

発表する。 ことや、自分の 験をわかりやすく 験を話している。 する。

体験で動物のお 話している。

かげだなと思う

ことを発表す

る。

「たとえば」 本文の叙述、内 本文の叙述、内 発表の組み立て

を使った二つの 容にそった話をわ 容にあった話がで が立てられるよう

話しについて、 かりやすく話して きる。 に支援する。

見ていた人が見 いる。

ていなかった人

に報告するつも

りで話す。

（ ）発言・ノート

３ ７ パンフレット作 「動物と人間 動物がどんなと パンフレットを パンフレット作

りに意欲を持ち、 のくらしパンフ ころで、どんなふ 作ることに興味を りに興味が持てる

全体の見通しを持 レット」作りに うに人間と関わっ 持つ。 よう支援する。

つ。 意欲を持ち、全 ているのかについ

体の見通しを持 て調べ、パンフレ

つ （ワークシ ットを作ることに。

ート） 興味を持つ。

８ 目的にあった資 目的にあった 図書資料の検索 これまでの学習 図書資料の検索

料のさがし方やメ 資料のさがし方 の仕方、取材や手 を生かしながら、 がわかるよう支援

モの取り方につい やメモの取り方 紙など多様な調べ 図書資料の検索の する。

て知る。 について知る。 方があることがわ 仕方がわかる。

（観察） かる。

集めた情報から 共通課題と自分 自分なりに調べ 自分なりのテー

必要な事柄をメ のテーマについて たいテーマを明確 マが見つけられる

モする （ノー 調べたいことを明 にする。 よう支援する。。

ト） 確にする。

９ メモを生かしな メモを活用し 自分のメモをも 自分のメモをも 自分のメモをも

がらパンフレット ながらパンフレ とに相手意識を持 とに相手意識を持 とにまとめられる10
の原稿を作る。 ットの原稿を作 ったまとめ方の工 ったまとめ方の工 よう支援する。11

る （ワークシ 夫をする。 夫をする。。

ート）

パンフレットを パンフレットの 相手意識を持 相手意識を持 表紙、配列など12
作る。 前書き、目次な ち、それに応じた ち、それに応じた 工夫できるよう支13

どを作り、仕上 表紙、目次やペー 表紙、目次やペー 援する。14
げる （パンフ ジ、配列などを工 ジ、配列などを工。

レット） 夫する。 夫する。

「 」 「 」 「 」４ 「こそあど言葉」 「こそあど言 こそあど言葉 こそあど言葉 こそあど言葉15
について学習す 葉」について学 を使った短文を作 を使った短文を作 を使った短文作り

る。 習する （発言 る遊びを工夫す っている。 ができるように支。

・ノート） る。 援する。
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二 わたしたちの体について調べよう ■光村図書 ４年下 ２０～２５P
体を守る仕組み ■主領域 読むこと６時間

中村 桂子 ■授業時数 １４時間

【単元の目標】

◎体について調べ、段落と段落との関係に気を付けて考えながら読む力を身につける。

○体を守る仕組みについて、辞典などで調べて材料を集め、選択する。

具体の評価規準

次 時 学習活動 評価規準 への支援A B C
１ １ 全文を読み、大 体を守ること 「体を守る仕組 体を守ることに 体を守ることに

きく三つのまとま について関心を み」の人間の体の 関心を持ち、文章 関心が持てるよう

りにわけられるこ 持ち、文章を読 不思議さやすばら を読んでいる。 支援する。

とに気付く。 もうとしてい しさに興味を持

る （発言） ち、進んで読んで。

いる。

２ 文章を内容に 内容のあらまし 内容のあらまし 内容のあらまし

よりまとまりに をとらえ、文章全 をとらえ、文章全 を確認し、大きな

わけている ノ 体を３つのまとま 体を大きなまとま まとまりにわけら。（

ート） りにわけている。 りにわけている。 れるよう支援す

る。

２ ３ まとまりごとに 段落ごとの中 接続語や重要語 接続語や重要語 接続語や重要語

内容を読み取る。 心となる語や文 句を手がかりに、 句を手がかりに、 句に気づくよう支

をとらえ、微生 微生物の特徴を自 微生物の特徴を読 援する。

物の特徴を読み 分の体験に結びつ み取っている。

取っている 発 けながら読み取っ。（

言・ノート） ている。

４ 「何が（皮ふ・ 「何が（皮ふ 「何が（皮ふ・ 「何が（皮ふ・ 「何が（皮ふ・

）」 ）」 ）」 ）」なみだ・せん毛 ・なみだ・せん なみだ・せん毛 なみだ・せん毛 なみだ・せん毛

「どんな役目や働 毛 「どんな 「どんな役目や働 「どんな役目や働 「どんな役目や働）」

き」をしているか 役目や働き」を き」をしているか き」をしているの き」に気づくよう

を観点にして内容 しているかを観 を観点に、体を守 かを観点に、体を に支援する。

を読み取る。 点にして内容を る仕組みの働きを 守る仕組みの働き

読み取ってい 自分の体験と結び を読み取ってい本 時

る （ノート） 付けながら読み取 る。。

っている。

「 （ ）」 （ ）」 「 （ ）」 「 （ ）」 「 （ ）」５ 何が 白血球 何が 白血球 何が 白血球 何が 白血球 何が 白血球

「どんな役目や働 「どんな役目や 「どんな役目や働 「どんな役目や働 「どんな役目や働

き」をしているの 働き」をしてい き」をしているの き」をしているの き」をしているの

かを観点にして読 るのかを観点に かを観点にして、 かを観点にして、 かに気づくよう支

み取る。 して内容を読み 体を守る仕組みの 体を守る仕組みの 援する。

取っている ノ 働きを自分の体験 働きを読み取って。（

ート） に結びつけながら いる。

読み取っている。
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６ 段落相互の関係 文章がどのよ 接続語の働きが 段落相互の関係 段落の要点をと

をつかみ、文章の うな組み立てに 分かり、段落相互 を考え、文章全体 らえ、接続語に注

組み立てをまとめ なっているのか の関係を考え、文 をまとめている。 目できるよう支援

る。 を確かめる 発 章全体の組み立て する。。（

言・ノート） をまとめている。

３ ７ もっと知りたい 調べたい項目 調べたい項目を 調べたい項目を 調べたい項目を

８ ことや疑問なこと を出し合い、自 出し合い、自分の 出し合い自分の課 選べるよう支援す

などの課題を作 分の課題を決め 課題を決めてい 題を決めている。 る。

り、調べる。 る （ノート） る。。

図書室で資料 図書資料から自 図書資料から自分 自分に必要な情

を探し、必要な 分に必要な情報を に必要な情報を探 報が探し出せるよ

部分を書き写 探したり、目的に したり、目的に応 う支援する。

す （ノート） 応じて必要なメモ じて必要なメモを。

をしたりする。 したりする。

９ わかりやすいま 教科書の例を 教科書以外の表 教科書の例を参 教科書の例を参

とめ方を考え、調 参考にしてわか 現方法を知り、好 考にしてまとめて 考にしながらまと10
べたことを文章に りやすいまとめ きな方法を選んで いる。 めることができる11
書く。 方をする （ノ いる。 よう支援する。12 。

ート）

４ 「これが 『わ 作品展示会をす 展示や発表の場 友達の作品と自 自分の作品を発13 、

たし』です」作品 る （発表・作 を工夫したり、友 分のとを比較して 表できるよう支援14 。

発表会をする。 品） 達の作品と自分の 意見を述べてい する。

とを比較して意見 る。

を述べたりしてい

る。



- 1 -

５ 本時の指導

（１）目標 （１）目標

接続語や重要語句に気を付け、人間の心によい作用を 接続語や順序を表す言葉などを手がかりとして、段落相

与える動物について読み取り、自分の体験と結びつけな 互の関係に気を付けながら微生物の侵入を防ぐ体の仕組み

がら自分の考えをまとめることができる。 について読み取る。

（２）展開 （２）展開

指導上の留意点 評 学習活動 過程 過程 学習活動 指導上の留意点 評

・ たとえば」に気を付けな １学習の課題を確かめ う う １学習の課題を確かめ ・どんな体の仕組みが説明さ「

がら、どんな例が書いてあ る。 か か る。 れているのかに気を付けなが

るのか読ませる。 動物たちは、どの べ べ 人間は、どのよう ら読ませる。

ように人間を元気に る る な体の仕組みで、

するのか、２つめの ５分 ５分 微生物から自分を

例から自分の考えを 守るのだろう。

まとめよう。

２ 「たとえば」を観 き き ２ どんな体の仕組み

点にして、例２では、 づ づ が説明されているのか

どんな内容が書かれて く く について考えながら読

いるのか考えながら読 １０ ５分 む。

む。 分 （１）説明されている

・⑤⑥⑦段落を音読させる （１）学習段落を音読 例を確認する。。

する。 （２）学習範囲を音読 ・⑤⑥⑦⑧段落を音読させ

（２）どんな例につい する。 る。

て書かれているのかを し し （３ 「何が 「どんな ・皮ふ・涙・せん毛が「どん） 」

発表する。 役目や働き」をしてい な役目や働き」をしているの

・読み取ったことを正確に （３）自分の体験と結 ら ら るのかを観点にして、 かという観点で一人学びをさ

まとめさせる。 びつけて発表する。 ⑤⑥⑦段落の内容を読 せる。

評 「何が 「どんな役目や働き」を３読み取ったことをワ べ べ み取る。 」

しているのかを観点にして、内容をークシートにまとめ、

まとめる事ができたか （ノート）さらに自分の考えも書 る る 。

く。 ２２ ２７ （４）一人学びした事 ・自分でまとめたものを発表

、 。評 たとえば を観点にして「 」 、 分 分 を発表し、学び合う。 しあい 意見の交流をさせる

３ 指示語に気を付け ・⑧段落は、⑤⑥⑦段落をま内容をまとめることができたか。自

て ⑧段落をまとめる とめていることをとらえさせ分の考えも書くことができたか ワ。（ 、 。

る。ークシート）

４ ⑤⑥⑦⑧段落全体

をまとめる。

・まとめたものを発表し、 ４一人学びしたことを

交流させる。 発表し、学び合う。

評 友達の考えと自分の考えの違

いに気付くことができる （発表・。

ワークシート）

・友達の意見も参考にしな ５本時の学習のまとめ ま ま ５ 本時の学習のまと ・微生物を体の中に入れない

がら、学習のまとめをさせ をする。 めをする。 仕組みについてまとめさせ

る。 （１）学習したこと と と （１）学習課題につい る。

評 微生物を体の中に入らせない仕について思った事を書 てまとめる。

組みについてまとめているか （ノーく。 め め （２）発表する。 。

ト）（２）発表する。

・次時は、筆者の考えの段 ６次時の学習活動を確 る る ６次時の学習内容を確 ・次時は 「微生物と戦う仕、

落を学習することを伝える かめる。 ８分 ８分 かめる。 組み」について読み取ってい。

くことを伝える。


